
課長 合沢　衛

担当係 農政係、農村整備係、林業振興係、農地利用係

目的と
基本方針

農地と森林資源を活用し、所得を増やす

・化学農薬や肥料の低減により環境負荷の軽減を図り、良質で安心・安全な農産物の利用促進とブランド化を目指します。 

・地産地消を基本として6次産業化による農産物利用を促進します。 

・森林整備を推進し、木材等の地域資源を有効に活用します。 

施策 16 農林業の振興 主管課

名称 農林課

関係課

・「BR」の町として「みどりの食料システムの戦略」を目指した安心安全で環境負荷の少ない農産物の生産を推進するため、生産技術の高度化、農産物品質 

7 日施策マネジメントシート（2023年度の振り返り、総括） 作成日 2024 年 6 月

基本
目標

Ⅲ 活力あふれるまち

・地域計画を作成し、担い手への農地の集積・集約を図ります。

向上ブランド化を図る。

・地産地消・6次産業化をさらに進め、他との差別化による高付加価値で収益の増加を図る。

・地域での話し合いを進めることで担い手の掘り起こしを行い、認定農業者・法人化を促し計画的で効率的な運営により経営面積の拡大を促し、地域での

・森林整備の推進や林業の担い手を増やすことが、森林環境の保全や木材等の森林資源の有効活用につながる。

基
本
事
業
の
考

え
方

企画課　地域創生係

施
策
の
目
的
・
目
標
達
成

の
た
め
の
役
割
分
担

１．町民（事業所、地域、団体）の役割 ２．行政（町、県、国）の役割

・良質で安全な農畜産物の生産に努め、環境負荷の軽減を図る。
・農地、農業用施設の適切な維持管理に努める。
・集落営農等の組織化（法人化）に取り組む。
・担い手への農地集積に協力する。
・森林整備、森林資源の活用に取り組む。

・良質で安全な農畜産物の生産や高付加価値化を支援する。
・生産基盤の整備等により農業経営の安定化を支援する。
・集落営農等の組織化や担い手、新規就農者の育成を支援する。
・農地利用の最適化や耕作放棄地、遊休農地の解消のための支援を行う。
・森林整備の担い手育成や森林資源の利活用のための支援を行う。

3．施策を取り巻く状況（対象や法令等）は今後どのように変化する？ ４．施策に対して、住民や議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

・「みどりの食料システムの戦略」では多くの目標を定めているが、2050年までに
「農林水産業のCO2ゼロミッション化の実現」「低リスク農薬への転換、化学農薬
の使用量（リスク換算）50％低減」「化学肥料の使用量を30％低減」「耕地面積に
占める有機農業の取り組み面積の割合を25％に拡大」等が示されています。農
林業の振興において、どのように目標とし、施策に取り組むかは必須である。

・農地や山林の荒廃から自然災害や維持管理、担い手不足に不安を感じ
ている。
・販売農家は地産地消の推進やブランド化、6次産業化等の支援が高付加
価値化につながり収益の増加になるよう期待している。
・認定農業者、中心経営体、農業法人等の支援が担い手不足による遊休農
地の集積化・解消化に期待がある。

施
策
を
取
り
巻
く
状
況

・大規模な農家は合理的な経営により所得は維持していますが、少量多品種を扱う農家
は原材料価格の高騰等により所得の向上は見込めない状況にあります。
・遊休農地と荒廃農地対策を行いましたが、担い手の高齢化や減少傾向は続いていま
す。
・新規就農や企業参入の低迷により「担い手不足による生産能力の低下」が見受けられ
ます。
・国産木材の需要減や少子高齢化等による人口の減少により、林業従事者が不足し林
業が衰退しています。自伐型林業を推進し、担い手不足の解消や、伐り出された広葉樹
を利活用した6次産業化を進めています。

・少量多品種で耕作面積の少ない経営農家は、農業コスト高騰や気象災害
等による農業経営の圧迫が懸念されます。
・遊休農地や荒廃農地を解消して有効に活用できるよう、担い手への集積・
集約が必要です。
・生産能力を向上させるためには、新規就農者の確保や法人化を進めるこ
とが必要です。
・長引く木材価格の低迷から山林が有効活用されず、担い手も不足してい
ます。

基
本
事
業

基本事業名 対象 意図 取り組み方針

1 農業者
環境負荷を軽減し、ブランド化を図
る。

輸入資源や化石燃料を原料とした化学農薬・肥料に頼らない自
然環境機能を維持増進し、持続可能な農業を目指します。

2
地域の農産物の利用
促進

農業者 所得の向上を図る。
安心安全でおいしい農産物を基本に生産技術の高度化及び高品質化と、ブランドイメー
ジの構築やみどりの食料システム戦略を意識した地産地消等の取り組みにより、販売単価
の向上と販路拡大を図ります。

3 経営基盤の強化 農業者 農地の集積・集約を図る。
地域農業の核となる担い手に、経営規模の拡大及び認定農業者
や農業法人化などを促し、農地の集積・集約を図ります。

林業従事者 雇用・就労機会の創出を図る。

集積・集約化を勧める。

4
山林所有者や地域住民が主体的に携わることが出来る「自伐型林業」
を推進し、多様な人材を巻き込んだ担い手の育成を推進します。

有機農業の推進

担い手の育成・確保

１．施策の現状 ２．施策の課題



森林整備面積 ha
実績値 112.7 101

2023年度(R5) 2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度(R8) 2027年度(R9)

210,000 220,000
施
策
の
成
果
指
標

成果指標名 単位 区分 2021年度(R3) 2022年度(R4)

246,424 219,655

Ｂ 農地集積率

Ａ 農業所得者の総所得金額

実績値 327 327 342

207,000
千円

実績値 218,972

目標値 192,000 197,000 205,000

％
実績値 17.2 18.1 19.1

目標値 － 28.0 33.5

135

2023年度

354 330 330 330 330 330

目標値

目標値 18／81

実績値 14／82 14/86

施策

106／19
Ａ

自伐型林業従事者数／事業体加
入林業従事者数

人
実績値 91／15 99/16

109／20
4

2021年度 2022年度 2026年度

基
本
事
業
の
成
果
指
標

B

B

B

B
実績値

目標値

Ａ 農業法人数／認定農業者数

区分

担い手の育成・確保

2

3
実績値

100／1797／16 103／18

128/21
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84

目標値

目標値 －

－／－

－／－ 5／1

191,875 290,887

2024年度

－／－ 5/3.2

農林課

課長 合沢　衛

150 155

2025年度

実績値

145130

10／2

140

19／83

38.9 44.3 49.7

基本事業名 指標名 単位

1

Ｄ

目標値

224,472

264,600 230,000 240,000

20／84

Ｃ 米の栽培面積 ha
目標値

有機農業の推進

地域の農産物の利用促進

経営基盤の強化

実績値

目標値

実績値

目標値

Ａ 直売所の農産物販売額 千円

目標値

実績値

団体／
人

Ａ 取組農家累積数／面積 戸／ha

20／8619／82

250,000 260,000 270,000

成
果
指
標

　
　
の
達
成
状
況

Ａ 達　成
成
果
指
標

　
　
増
減
の
要
因

Ａ

R５年は凍霜害により果樹農業収入が大きく減小したが、目標値は上回った。

Ｂ 未達成 Ｂ

Ｒ４年度から増加はしているが農地集積が進まない理由としては、担い手である認定農業者の高齢化や集約化
できる圃場条件の良い農地が少なかったことがあげられる。

Ｃ 達　成 Ｃ

経営所得安定対策等交付金交付申請書の未提出者への働きかけにより、作付の把握ができたため。

Ｄ 未達成 Ｄ

群馬県単独の間伐や造林事業が実施されなかったことによる減少。荒廃した竹林の整備や森林環境保全、自
伐型林業の間伐などの森林整備は、増加傾向にある。

基
本
事
業
　
取
り
組
み
状
況
・
増
減
の
分
析
・
課
題
・
取
り
組
み

取り組み状況 目標に対する増減の要因分析 現状の課題 具体的な取り組み

1

ユネスコエコパークの町とし
て、環境に配慮した農業の
推進を図るため、オーガニッ
クビレッジ宣言を行う方針を
決定した。

有機農業に取り組んでいる
農業者の状況を調査した結
果、目標値を達成した。

有機農業と称するためには
有機JASの取得が必要となる
が、経営規模に対するコスト
が高く、取得に至らないケー
スが多い。

みなかみ町有機農業実施計画を策定し
オーガニックビレッジ宣言を行う。有機
JAS講習会を開催する。

2

直売所間の連携をはかるとと
もに、学校給食における地場
産品の利用率を向上し、地
産地消を推進した。

気象災害による出荷量の減
少。

気象条件により、安定した出
荷や収入が得られない状況
がある。
生産者の高齢化により出荷
量の減少。

果樹等の気象災害への備えを促進し
（農業者収入保険加入促進事業、果樹
経営支援事業、防霜ファン設置支援事
業等）、小規模農家への経営持続支援
に取り組む。

3

みなかみ町の基本構想に示
された農業経営の目標に向
けて、経営の改善を進めよう
とする農業者の計画に対し
て、支援措置を講じた。

大規模個人事業者の法人化
を進めたため法人数は増加
したが、目標には達しなかっ
た。

自伐型林業団体･グループ
の増加に伴い、従事者も増
加している。事業体に従事す
る者は、現状維持もしくは微
増の傾向である。

林業に関心のある者や研修
参加者は、増加傾向にある
が、実際に施業にあたる従
事者は限定的である。

農業者の高齢化が進む中、
担い手不足や新規就農者確
保が困難な状態である。個
人から法人化に移行するな
ど農業経営の変換が求めら
れる。

関係部署と連携を行い、移住定住をふ
まえた新たな支援と情報発信を行う。
地域計画による地域毎の話し合いによ
り、担い手等の支援策や農地のマッチン
グを検討し、支援に取り組む。

4

初任者向け研修と安全講習の実
施。団体向けのフォローアップ（ス
キルアップ）研修の実施。団体の活
動に要する資機材の貸与や安全
講習等の費用に対する助成、補
助。林業事業体へ退職金共済･厚
生年金掛け金の一部を補助した。

自伐型林業に従事しやすい環境整備の
一環として、活動フィールドが確保でき
る体制作りと、切り出された木材の販路
の拡大による収入の増加を図る。

主管課
名称

15／3

2027年度

20／4 25／5

20／85

17/83



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

③課題解決のため取り組んだ事、その結果

令和 6 6 21

事業
期間

会
計

1 款

組織名 農林

地域の農林水産物利用促進事業

目 3

事務事業
① 事務事業の内容

組織名 農林

6

JA利根沼田みなかみ支店青年部が中心となり、
町内の農産物・特産品を年２回、会員に対し発送
しPRに取り組む。

特定団体のための補助事業であったため廃
止とした。令和６年度からは農林業振興事業
補助金として活動支援を継続する。

200,875事務事業 000014 まごころ便事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

基本事業 02 地域の農産物の利用促進 実施事業件数

農政 係

継続事業

特定団体のための継続補助事業であり公平性に
かける一面がある。

町内農産物生産団体全体の普及活動支援を
継続する。

項 1

地域の農産物の利用促進

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

まごころ便会員数

課 農政 係
令和　４年度 令和　５年度 単位

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02

件項 1 目 3 57 57
事業
期間

会
計

1 款 6

良質農産物の産地であることを周知宣伝し、町内
外で消費意欲への結び付きを図る取り組みを行っ
ている。しかし、生産者側では高齢化、肥料・薬
品・農業用資材等の経費高騰、機械器具の高額
化などで農業経営が難しくなっている。さらに気象
障害等が発生すると安定出荷ができなくなること
もある。

特になし
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業実績
地域の農林産物利用促進や農産物生産促進を
目的とした各種補助金事務等。具体的には地産
地消事業や農業団体支援事業などがあげられ
る。

凍霜害対策支援を実施し次作への生産意欲
を高めた。

事業費 4,984,368 円

課

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

67 79 件

000015

円

人項 1 目 3 - -
事業
期間

会
計

1 款 6

有機農業への転換や減農薬・減化学肥料に取り
組むうえで慣行農家に生産面・経済面のリスクが
生じる可能性がある。

令和６年度中にオーガニックビレッジ宣言を行
い、以後有機農業を含めた持続可能な農業
の普及に努める。

令和　４年度 令和　５年度 単位

継続事業

令和 6 6 21

事業実績農水省『みどりの食料システム戦略』に基づき、有
機農業をはじめとした環境に配慮した持続可能な
農業の普及を行う。

令和６年度中のオーガニックビレッジ宣言に
向けて交付金の要望などの準備を進めた。

事業費 60,380 円

課

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 01 有機農業の推進

資源リサイクルセンター堆肥活用農家
数

農政 係

継続事業

一般家庭からの廃プラスチックの排出も徐々に増
加しており、事業量の増大に比例し処理費（助成
金）の増加が見込まれる。

・ＪＡの回収に引き続き助成を行う。
・年々処理費が高騰しているため、廃プラ回収袋を１
枚５０円から１００円に値上げする。
・年々高騰する廃プラの処理費用を負担し続けるの
では無く、今後は生分解性マルチの導入に助成をす
るなど、環境保全に配慮された取組への助成も検討
していく。

項 1 目 3

令和　４年度 令和　５年度 単位

18,333 19,166 kg

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

事務事業 000002 持続可能な農業普及事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

令和 6 6 21

事業
期間

会
計

1 款 6

園芸用廃プラスチックの適正処理により農村環境
の保全を図る。JAを中心とする協議会に対し処理
費用の一部を助成する。法改正により一般家庭
から排出される廃プラも適切に処理する。

特になし

300,000 円事務事業 000001 園芸用廃プラ適正処理推進協議会参画事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

基本事業 01 有機農業の推進

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

回収した廃プラスチック類

課 農政

令和 6 6 21

組織名 農林

組織名 農林

係

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

組織名 農林

組織名 農林

組織名 農林

組織名 農林

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

基本事業 02 地域の農産物の利用促進

地域の農産物の利用促進

基本事業 02 地域の農産物の利用促進

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
補助金交付者数

係

令和 6 6 21

客込み数

係

戸

令和 6 6 21

項 1 目 3 1 1
事業
期間

会
計

款 6

課題なし 特になし
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

地産地消推進事業

係

人

単位

事業実績指定管理制度の導入に伴う協定書作成、協定締
結、協定に基づく修繕処理等の施設の維持管
理。

施設や商品のＰＲと施設利用者のニーズに応
じた品揃えを検討する必要がある。

円事務事業 000009 水紀行館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 21,120,330

基本事業 02

令和 6 6 21

項 1 目 3 241,257

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

217,577
事業
期間

会
計

1 款 6

　事業の継続実施。
直売所として活用しているため、コスト削減に
より農家が少しでも収益が上がるような業務
の実施等により、農家の意欲の向上を図る。

令和　４年度 令和　５年度
課 農政

継続事業

項 1 目 3 6,745 5,528
事業
期間

会
計

1 款 6

事業内容の精査
地産地消推進協議会を中心に今後の事業の
検討

令和　４年度 令和　５年度

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

単位

人項 1 目 3 61,945 63,961
事業
期間

会
計

1 款 6

　事業の継続実施。

直売所として活用しているため、コスト削減に
より組合員が少しでも収益が上がるような業
務の実施等により、組合員の意欲を向上さ
せ、組合員の増員を図る。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

事業実績指定管理制度の導入に伴う協定書作成、協定締
結、協定に基づく修繕処理等の施設の維持管
理。

施設や商品のＰＲと施設利用者のニーズに応
じた品揃えを検討する必要がある。

円事務事業 000002 産地形成促進施設（月夜野はーべすと）管理運営事業

① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果
事業費 12,318,990

課 農政

継続事業

事業実績
地域の農林水産物利用した地産地消・6次産業化
の推進。

地産地消推進協議会における地産地消・6次
産業化調査。

円事務事業 000016 地産地消推進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 5,528,151

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

入り込み客数

係

千円

令和 6 6 21

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

各養蚕製糸推進協議会が実施する、県産の繭・
生糸の生産量確保のための県単補助事業事務。

特になし

円事務事業 000018 蚕糸業継承補助事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 172,350

1



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業

農林業の振興

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

施
策
体
系

施策

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

7,210,830

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

入り込み客数

係

令和 6 6 21

③課題解決のため取り組んだ事、その結果
事業費 4,386,200

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

入り込み客数
（豊楽館、香りの家、福寿茶屋）

係

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 9,478 10,038
事業
期間

会
計

1 款 6

前年も運営委員会を開催したいとの意見はあった
が、結局やらずじまいだった等、他の直売所とくら
べると今ひとつモチベーションが低く感じる。

農作物出荷を行う組合員の高齢化や組合員数の減
少を考えると、今後も出品数や方法を検討する必要
がある。農作物の直売所の他に軽食を出す施設も
あるが現在休業中である。客の入れ込みや従業員
の状況により提供等を含め、地域のコミュニティと施
設の運営方法等を相談に乗りながら運営を指導す
る必要があると思われる。

21

項 1 目 3 13,335 13,018
事業
期間

会
計

1 款 6

課題なし

直売所として活用しているため、コスト削減に
より組合員が少しでも収益が上がるような業
務の実施等により、組合員の意欲を向上さ
せ、組合員の増員を図る。

組織名 農林

組織名 農林

16

単位
課

421,866

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

大穴地区農業従事者数

係組織名 農林

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 31,944 24,336
事業
期間

農政

事業実績
・大穴農村公園の電気料、水道料、浄化槽保守
管理委託料の予算管理並びに支出事務。

滑り台が危険遊具と判定されたため撤去。鉄
棒、ブランコは修繕を行った。

人項 1 目 3 - -
事業
期間

会
計

1 款 6

　現状維持の施設の存続。 ・引き続き、施設の適正な運営に努める。
令和　４年度 令和　５年度

円事務事業 000010 大穴農村公園管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業
会
計

1 款 6

　事業の継続実施。

Ｒ５は凍霜害によりリンゴやサクランボ等に販
売や体験に甚大な被害を受けてしまった。次
年度以降は凍霜害をはじめとした自然災害を
なるべく受けないようにするとともに、生産技
術の向上を図る。

利用者数

係組織名 農林

事業実績指定管理制度の導入に伴う協定書作成、協定締
結、協定に基づく修繕処理等の施設の維持管
理。

施設のＰＲと施設利用者のニーズに応じた品
揃え等を検討する必要がある。

円事務事業 000004 フルーツ公園（桃李館）管理運営事業
① 事務事業の内容

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

事業実績指定管理制度の導入に伴う協定書作成、協定締
結、協定に基づく修繕処理等の施設の維持管
理。

施設のＰＲと施設利用者のニーズに応じた品
揃え等を検討する必要がある。

円事務事業

③課題解決のため取り組んだ事、その結果
事業費 12,846,792

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

人

令和 6 6

③課題解決のため取り組んだ事、その結果
事業費

000005 農林漁業体験実習館（豊楽館）管理運営事業
① 事務事業の内容

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

事業実績施設の指定管理に伴い、指定管理制度に基づく
協定締結並びに指定管理料の支出、施設敷地賃
貸借契約に基づく賃貸借料の支出事務。

施設のＰＲと施設利用者のニーズに応じた品
揃え等を検討する必要がある。渋沢栄一直筆
の書を報道等を利用し集客に繋げる。

円事務事業 000003 交流促進センター（太助の郷）管理運営事業
① 事務事業の内容



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

施
策
体
系

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興

基本事業 02 地域の農産物の利用促進

・引き続き、施設の適正な運営に努める。

款 6

地権者との協議が必要
高齢者婦人センター・ディーサービスセンターとの
景観があり、そこを含めて、検討要。

町全体で事務事業の見直しを検討していく。

基本事業

継続事業

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
高日向地区農村従事者数

係組織名 農林

令和 6 6 21

人

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

事業実績高齢者婦人センターの建設とともに、駐車場脇に
整備されたポケットパークのような公園。散策路
があり、周辺には季節の花が植えられている。

町民福祉課と事務事業の見直しを検討

円事務事業 000013 阿能川農村公園管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 21,198

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

地域の農業従事者

係組織名 農林

令和 6 6 21

144,266

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

地域就農者数

係組織名 農林

令和 6 6 21

施策 16

02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

販売収入額

係組織名 農林

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 - -
事業
期間

会
計

1継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

項 1 目 4 28,968 25,763
事業
期間

会
計

1 款 6

販路の確保、「塩ヨーグルト」を利用したメニュー
の開発

新型コロナウイルス対策の徹底。
施設のPRと施設利用者のニーズに応じた品
揃え等を検証する。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業 千円

飲むヨーグルト工場施設用地賃借料の支払い
新型コロナウイルスの影響により収入、入込
客数減による施設管理運営について検討。

円事務事業 000008 たくみの里ヨーグルト工房管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 141,360

款 6

　管理担当部署の一元化。 町全体で事務事業の見直しを検討していく。
令和　４年度 令和　５年度 単位

人項 1 目 3 - -
事業
期間

会
計

1

課 農政

農林業の振興
事業実績

平出農村公園の修繕料、借地料及び公衆トイレ
の電気水道料関係処理。

特記事項無し

円事務事業 000012 平出農村公園管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

単位

事業実績
・高日向農村公園の維持管理に伴う電気料。 ・特記事項なし

円事務事業 000011 高日向農村公園管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 14,366

項 1 目 3 - -
事業
期間

会
計

1 款 6

・課題なし
令和　４年度 令和　５年度

課 農政



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

事業費 142,172

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用回数

係組織名 農林

令和 6 6 21

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係組織名 農林

回

令和 6 6 21

項 1 目 5 5 5
事業
期間

会
計

1継続事業

16 農林業の振興
事業実績・恋越公園の光熱水費、消耗品費、施設管理委

託費の支払い。また、釣り体験に係る各種事務を
行う。

項 1 目 5 1169 1262
事業
期間

会
計

1 款 6

・課題なし ・引き続き、施設の適正な運営に努める
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農村整備

継続事業

特用林産物生産活力アップ事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 450,000

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

補助事業件数

係組織名 農林

令和 6 6 21

課 林業振興

施
策
体
系

施策 16

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数

係組織名 農林

件

令和 6 6 21

項 2 目 2 2 0
事業
期間

会
計

1継続事業

事務事業 000001

款

人項 2 目 2 58 58
事業
期間

会
計

1 款 6

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 林業振興

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績平出の特用林産物加工施設の管理について、土

地の貸借契約および使用料の支払いと、商工会
との管理委託契約の締結

―

円特用林産物加工施設管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 60,000

事務事業 000007

款 6

・築後１６年が経過しており外壁等が劣化し始め
たため、修繕が必要である。

・引き続き、施設の適正な運営に努める。
令和　４年度 令和　５年度 単位

6

特になし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

人

施
策
体
系

施策 特になし

円

農林業の振興
事業実績

特用林産物の生産振興のため、生産施設につい
て補助する。
なお、現在、原木の購入は放射能汚染の影響に
より、原木購入補助は行っていない。

―

円事務事業 000017

集落水辺環境施設恋越公園管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 2,565,005

課 農村整備

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

・田園空間整備事業により藤原地区に整備された
遊山館の光熱水費、施設管理委託費の支払い。

・劣化箇所について、現地を精査し修繕を実
施した。

円事務事業 000006 雲越家休憩施設遊山館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

令和 6 6 21

16 農林業の振興
事業実績

奥平温泉遊神の湯「遊神館」の管理運営と農産
物、加工品の販売を行う。

大浴槽濾過装置、複数のポンプ、浴室スノコ
の更新工事等を行い設備維持に努めた。

円事務事業 000019 農村交流公園（遊神館）管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 62,521,358

基本事業 02 地域の農産物の利用促進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

入館者数

係組織名 観光商工
単位

課 商工振興

施策

人項 1 目 3 1,899 1,885
事業
期間

会
計

1 款 6

事業内容の変更が高頻度であり、利用可能な認
定農業者が減少する状況。対象となる水田所有
者の把握が困難。

事業内容の把握と農家支援を継続する。
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

経営所得安定対策制度を円滑に実施するため、
事業実施主体（地域農業再生協議会）が行う推進
活動及び要件確認等に必要な経費に対して補助
金を交付する。

水田一帯化台帳の整理。申請者個別の事務
支援。

円事務事業 000041 地域農業再生協議会事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,111,818

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

水田一体化台帳対象者（水田所有者
及び水田耕作者）

係組織名 農林

組織名 農林

回

令和 6 6 21

項 1 目 3 7 7
事業
期間

会
計

1 款 6

課題なし 事業継続
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

000035

令和 6 6 21

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

役員会、総会、群馬県認定農業者連絡協議会全
体会議、利根沼田地域認定農業者協議会代表者
と県農政部長等との意見交換会、群馬県認定農
業者連絡協議会ぐんま゛いきいきファーマー゜研修
会、視察研修会、

特になし

円事務事業 000040 認定農業者支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 85,758

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

会議研修会回数（会議+研修）

係

回項 1 目 2 2 3
事業
期間

会
計

1 款 6

中山間地域の活性化・交流促進は過疎化を食い
止める有効な手段と捉え、先進的な取組みなど情
報交換による継続的な取組みを必要とする。ニー
ズにマッチした事業の選定が課題。

感染症の状況により参加を検討する。
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

全国中山間地域振興対策協議会参画事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 315,020

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

総会・研修会参加回数

係組織名 農林

令和 6 6 21

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績全国中山間地域振興対策協議会及び関東支部

の総会及び研修会へ出席し中山間事業の継続推
進、事業の見識を深める事業

今年度は全国協議会の現地研修会及び関東
支部の現地研修会が開催され、いずれも出席
した。

円事務事業

人項 1 目 17 ４９，２１２ ４９，８３９
事業
期間

会
計

1 款 2

最善な状態での施設提供と施設設置から２８年を
迎え施設の老朽化の対応が課題である。
また、接客対応する従業員数が不足していること
から、早急に必要とする人員を確保することが課
題である。

令和６年度から指定管理により運営することと
なったが、今後は、指定管理料を徐々に圧縮
できるよう努める。

令和　４年度 令和　５年度

継続事業

施
策
体
系



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

件項 1 目 3 25 26
事業
期間

会
計

1 款 6

青色申告者が加入できるものであり、前年度から
の準備期間が必要となる。

収入保険事業、補助事業を周知し農業者自
身が多様化するリスク管理を意識した農業経
営を行ってもらう。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

農業者収入保険への加入促進のため、保険料の
一部を補助する。

青色申告のすすめ、収入保険説明会の実施
などを行っている。

円事務事業 000052 農業者収入保険加入促進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 80,424

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

収入保険加入者数

係組織名 農林

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 － －
事業
期間

会
計

1 款 6

施設の老朽化による修繕が必要。
河川占用関連等、協議が整えば民間譲渡に
より、事務事業は廃止となる。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

ＪＡみなかみ支店統合により、２Ｆの「多目的集施
設」の管理が返還になったため、直接管理する。

民間譲渡に向け検討

円事務事業 000050 多目的集会施設（旧JA水上支店）維持管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 0

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数

係組織名 農林

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 0 0
事業
期間

会
計

1 款 6

課題なし 特になし
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

青年新規就農者に対する給付金事務。（国庫）
特になし

円事務事業 000043 新規就農者確保事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 0

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

給付金対象者数

係組織名 農林

件

令和 6 6 21

項 1 目 3 1 1
事業
期間

会
計

1 款 6

国県の補助事業採択基準が厳しく、小規模農業
者が採択されない状況がある。

農業者の相談内容を聴取した上で課題解決
や代替え案を提示できるよう情報収集や国県
への相談をするなど支援を行う。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績県単の補助事業。スマート農業の導入や意欲あ

る担い手の育成、新規就農者・企業の確保、経営
多角化等へ支援する。

最低限は申請書類を準備できるよう、青色申
告や収入保険などを勧め、経営力ある農業者
の育成を支援する。

円事務事業 000042 農業経営力向上事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,494,000

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

群馬県農業経営力向上事業補助金
申請件数

係組織名 農林

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

人項 1 目 3 1,003 960
事業
期間

会
計

1 款 6

農水省の補助事業であることが最大の課題と考
えている。国も、一定の期間を経過した施設につ
いては、利用計画の変更協議に柔軟な考え方を
示していると思われるため、関係機関と協議を重
ねていくことが重要。

町全体で事務事業の見直しを検討することに
なった。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

地域交流活動の拠点施設として平成5年度にデイ
サービスセンターと併設される形で整備されたも
ので、現在は社会福祉協議会による施設利用が
なされている。

町民福祉課と事務事業の見直しを検討。

円事務事業 000047 高齢者婦人センター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 725,480

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数

係組織名 農林

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 906 981
事業
期間

会
計

1 款 6

吊り天井があるため、施設の改修工事が必要。
関係課と話し合いを行う。
修繕工事（雨漏り）を実施する。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績新治農村環境改善センターの維持管理、及び施

設利用申請書の受理、使用許可書発行、使用料
収納等。

関係機関との調整。

円事務事業 000046 新治農村環境改善センター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 945,520

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数

係組織名 農林

人

令和 6 6 21

項 1 目 3 1,696 1,023
事業
期間

会
計

1 款 6

課題なし

バレーボールや消防の練習、会議等で例年
使用されている行事等もあることから、今後も
利用に差し支えのないよう施設維持管理をし
ていく。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績月夜野農村環境改善センターの維持管理、及び

施設利用申請書の受理、使用許可書発行、使用
料収納等。

令和4年度は公民館工事中により確定申告会
場となっていたため利用者は多かったが、令
和5年度はその分の利用者数が減となってい
る。

円事務事業 000045 月夜野農村環境改善センター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 5,098,163

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数

係組織名 農林

ha

令和 6 6 21

項 1 目 3 257 259
事業
期間

会
計

1 款 6

集落の高齢化が進み、活動の継続や各種提出書
類の作成が困難になりつつある。

５期対策として継続実施する。
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

中山間地域では後継者不足・高齢化等の問題が
あり、耕作放棄地の解消や担い手育成に取り組
むため農業基盤の維持、多面的機能を確保する
ため交付金を交付する。本事業は、平成12度より
実施され、令和2年度より第5期目となる。

会計年度職員を雇用し、集落からの相談対応
や提出書類の作成支援を行った。

円事務事業 000036 日本型直接支払事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 41,747,868

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

対象農用地面積

係組織名 農林

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

農林

頭項 1 目 4 11,487 8,949
事業
期間

会
計

1 款 6

牧草地や管理施設の更新が必要となって来てい
る。今後、維持管理費の拡大および改修費が必
要となる。

草地については、次年度以降、試験的な草地
更新を実施し効果が見られれば各牧区に拡
大していく。衛生管理は引き続き利根沼田家
畜衛生所の指導に則り運営していく。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

令和 6 6 21

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

放牧場の維持管理運営
県畜産協会の事業を活用し、草地アドバイ
ザーを招聘し勉強会を実施した。

円事務事業 000020 大峰牧場管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 7,005,484

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

延べ預託放牧頭数

係組織名

頭項 1 目 4 70 74
事業
期間

会
計

1 款 6

畜産物の産地として持続的に発展していくために
は、生産の低コスト化を推進するとともに、消費者
ニーズに対応した高品質で安全な畜産物の生産
を図ること

既存の親牛の検査は順調に進んでいるため、
次世代の親牛への検査を促し、血統との関係
性など各農家の経営判断の材料となるよう事
業を継続する。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績ゲノミック評価により早期にその能力を把握するこ

とで、保留判定に資するとともに、繁殖雌牛の効
率的な改良を推進する。

関係団体の総会等で事業の説明を行い、検
査実施を促した。

円事務事業 000031 生産振興対策事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,027,645

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

検査実施頭数

係組織名 農林

件

令和 6 6 21

項 1 目 4 0 0
事業
期間

会
計

1 款 6

近年、家畜伝染病が多く発生しており、畜産業の
保護のため日常の防疫対策が必須となっている。

組織的な防疫対策を継続していく。
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績法定伝染病の防疫対策業務を実施している利根

沼田地区家畜防疫推進協議会に対し、町負担金
の支払い。

防疫対策を効率的に行うため、防疫薬品等を
利根沼田自営防疫協議会が一括購入して各
生産者に配布しているほか、県内で発生が
あった際は、町からも緊急で防疫薬品の配布
を実施した。

円事務事業 000048 家畜防疫推進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 158,378

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

町内発生件数

係組織名 農林

ｍ

令和 6 6 21

項 1 目 4 32 104
事業
期間

会
計

1 款 6

利用者の減少に伴い、必要性が低下している。
緊急性、利用状況を鑑みて、優先順位の高い
ところより着手する。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

草地や飼料畑に通じる道路（支線）の補修に必要
な資材支給を行う。

現地確認を行い、車両通行に支障があるなど
緊急性の高い事案から着手している。

円事務事業 000019 牧道維持管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 199,980

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

整備延長

係組織名 農林

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 5 200 138 戸

事務事業 000016 小規模農村整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 71,919,737 円

・農業用施設等の機能維持のため、調査を行い
設計・積算委託並びに工事を実施する。

・要望の趣旨を適切に把握し、より安価となる
工法の選定に努め、人件費及び資材費の高
騰に対応した。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

受益戸数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係 ・施設の経年劣化や災害の激甚化等の理由によ
り工事箇所の要望が増加している。
・現場条件が悪く、実施が困難な箇所も要望とし
て多く上がっており、検討に苦慮している。
・年々資材費及び人件費の高騰により、要求事業
費が増大している。

・限られた予算と高騰する価格を踏まえ、より
多くの要望を実施出来るよう、努める。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

款 6 項 1 目 5 － － 業務

令和 6 6 21

事業費 187,970 円

・群馬県土地改良事業団体連合会に負担金を支
払い、団体の活動を通じて農業振興を図る。

特になし施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

委託業務数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係

・課題なし 今後も適正な事務執行に努める。
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1

令和 6 6 21

事務事業 000018 土地改良総務費負担事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

人項 1 目 4 7 7
事業
期間

会
計

1 款 6

係

課題なし 現状維持
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 農政

継続事業

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

高畠育成牧場用地の返還に向けた、植栽・除草
作業及び防災工事など

植栽、除草作業を行った

円事務事業 000021 高畠牧場管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 345,341

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

地権者数

組織名 農林

令和 6 6 21

4 2 2 戸継続事業

事業費 9,930,402 円

・家畜排泄物と食品残渣、脱水汚泥の受入
・発酵機等備品の修繕、管理
・堆肥製造、販売
・施設管理運営委託業務

食品残渣の搬入条件の見直し、水分調整材
の品質向上。機械等のメンテナンス。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

参加畜産家数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

課 農政 係

攪拌装置等の老朽化による修繕費の増加
生産堆肥の品質

堆肥購入者の意識調査など行い、生産堆肥
の有効利用等を考える。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

会
計

1 款 6 項 1 目

組織名 農林

令和 6 6 21

事務事業 000022 資源リサイクルセンター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 5 － 130 ｍ

事務事業 000028 農業用用排水路長寿命化事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 8,001,000 円

・基幹用排水路の長寿命化・機能保全のため、調
査を行い設計・積算委託並びに工事を実施する。 

・計画に基づき、発注した工事の適正な施工
管理に努めた。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

整備・更新施設延長基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係
・整備後、数十年経過している施設が多いため、
機能保全計画に基づく計画的な改修が必要であ
る。

・施設の定期的なモニタリングにより、必要に
応じ機能保全計画の見直しを行いながら老朽
度が高い箇所から順次改修工事を実施して
いく。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 5 ９ ９ 団体

令和 6 6 21

事務事業 000017 多面的機能支払交付金事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 11,791,476 円

･地域共同で行う多面的機能を支える活動や地域
資源の質的向上を図る活動を支援するため、団
体より提出される実績報告書の内容確認及び訂
正・指導・交付金の支払い。

各組織のうち、事務が円滑に行われている団
体を参考に、書面等の作成についてアドバイ
スした。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

事業活動団体基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係

・活動組織の役員が高齢化する中で、事務を行う
者（町との繋ぎ役）の負担軽減が必要である。

各団体の事業の実施について適切に助言し
ていく。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 5 40 43 箇所

令和 6 6 21

事務事業 000015 農道・農業用水路維持管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 10,246,784 円

・農業用施設等の軽微な修繕を実施。また、管理
者等が直営作業を実施する場合の重機借上及び
原材料を支給する。

・限られた予算の中で、可能な限り先送りにな
らない様、要望に対応した。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

農業用施設維持管理修繕箇所基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係
･施設の老朽化や気象条件の悪化により修繕箇
所の要望が増加している。
･資材費及び人件費が高騰している。

・要望を放置した場合、増破や物価高騰によ
り１件当りの費用が増大する傾向にあるた
め、可能な限り早期着手に努め、先送りとなる
案件を極力出さない様にする。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 5 － ２ 箇所

令和 6 6 21

事務事業 000027 ため池整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 3,212,000 円

・県営、県単事業の負担金の支払い及び地元調
整を行う。 ・優先順位により、ため池の改修に着手した。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

実施箇所基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係

・決壊の危険性が高い防災重点農業用ため池を
計画的に改修していく必要がある。

改修の優先順位の高いため池から、順次改
修を行っていく。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 78.27 17
立法
メート

ル

事務事業 000004 松くい虫駆除・防除事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 335,500 円

・森林病害虫駆除事業（県単奨励）
伐倒および燻蒸による松食い虫の駆除。5月末ま
でに実施する。
・保全松林周辺対策事業（県単）
道路側や公共施設付近の松食い虫被害末を伐倒
し、周辺への拡大を防ぐ。

上津地内の山林で被害が広がっているため、
地元区長に樹種転換事業の導入を勧めた。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

伐倒在積基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

現在では被害広がりが深刻であり、優先順位をつ
けて実施していかなければならない。

上津地内では、生活道としての林道に松の倒
木が多発しているため、樹種転換事業の導入
を勧めていく。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 2 項 1 目 7 11 11 0

令和 6 6 21

事務事業 000011 広葉樹産業化プロジェクト事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,860,131 円

森林資源を有効活用した地域内経済の循環を推
進する。

－施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

森林活用協議会と連携する団体数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

－
森林活用協議会を主体として、協力する企業
等を募り、森林資源の有効活用を検討してい
く。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

期間限定事業
会
計

1 款 11 項 1 目 1 － ２ 箇所

令和 6 6 21

事務事業 000024 農林水産業施設災害復旧事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 3,905,000 円

・豪雨等で被災した農地及び農業用施設の調査
を行い、設計・積算委託及び工事を実施する。

現地を精査し、国の査定を受け、事業決定を
いただいた後に工事を発注し、適正な施工管
理に努め工事を完了させた。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

復旧完了箇所数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係

・課題なし。
農用地等に被災が発生した際には、現地を精
査し群馬県と協議の上、復旧工事の早期完
成に努める。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 5 － － 施設

令和 6 6 21

事務事業 000026 土地改良施設維持管理適正化事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 406,700 円

・土地改良施設の機能回復等のため、機能診断
を行い５年間の資金造成により設計・積算委託並
びに工事を実施する。

特になし施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

整備・更新施設数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農村整備 係

・課題なし
・当該事業を適用できる要望があった場合、
事業実施の検討を行う。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 18・99 21・128 回・人

事務事業 000008 自伐型林業推進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 4,862,001 円

○自伐型林業研修の実施（自伐協との委託契約・
研修場所の選定及び地権者との交渉）
○自伐型林業を実施する際、多面的機能発揮対
策交付金の利用を希望する団体の対応

森林活用協議会を設立して、自伐団体の意
見を取り入れる体制ができた。協議会で課題
解決も図っていく。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

会議、研修会等の開催回数
・自伐型林業家数（従事者数）

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

「自伐林業」推進する上で、町民啓発と個人の技
術力向上が課題である。

協議会の事務は、町主体から民間主体に移
行する。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 4.08・49.66 2.33・53.13 ha

令和 6 6 21

事務事業 000006 里地・里山保全整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 18,072,641 円

ぐんま緑の県民基金により、里山・平地林につい
て、地元で整備する場合については補助金による
支援を行い、地元で整備するのが困難な箇所に
ついては、町が整備することにより、獣害の抑制・
通学路等の安全確保等を図る。

・事業の効果が目に見えて分かるため、要望
する地区の方は、積極的に地区の取り纏めを
行っている。
・地域住民が業者に委託することで課題が解
消されつつある。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

整備面積・管理面積基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係
・不在地権者等、地権者と協定を結べるかがス
ムーズな事業着工の鍵である。
・２年目以降の地域住民による管理について、高
齢化により管理が困難になりつつある。

―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 0 0 人

令和 6 6 21

事務事業 000014 大峰休養施設（見晴荘）管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 383,917 円

水道光熱費及び施設敷地国有林借り上げ料の処
理。

次年度予算の打合せにおいて、施設の解体
を検討することになった。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

利用者数　休止中基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

　施設は休止しているため、解体へ向けて進めて
いく必要がある。

公共施設の担当者と現地確認を行い、施設
の廃止や解体を検討する。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 0 5.25 立米

令和 6 6 21

事務事業 000005 ナラ枯れ対策事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 2,990,250 円

カシノナガキクイムシによるナラ枯れの防除・被害
木の伐倒等

ナラ枯れ対策として、県の指導の下、防除方
法、事業箇所の位置や設置期間を計画して、
おとり丸太及び粘着シートを設置した。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

民有林の伐倒木基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

奈女沢・小仁田へと被害が町北部から南下してき
ている。

カシノナガキクイムシの実態が解明されてい
ないため、県の指導の下、有効な防除対策を
実施していく。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2  2 2 箇所

事務事業 000009 森林環境保全事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 7,645,000 円

町内森林の整備をより一層推進し、森林環境の
保全を図るため、管理等の必要な森林の整備や
森林が有する多面的機能の発揮に資する事業を
実施するもの

事業実施場所の選定にあたり、学教周辺の
環境整備を主観に取り組んだ結果、道路の日
陰の解消や環境が改善された。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

実施箇所数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

事業実施場所の選定や調整、森林所有者との合
意形成　等

森林環境譲与税を財源として実施
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 100.83 84.25 ha

令和 6 6 21

事務事業 000012 森林活用推進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 5,874,000 円

管理等の行き届いていない森林等の把握や活用
されていない森林の掘り起こし、新たな森林の活
用を喚起するマッチング等に向けた取り組みを実
施するもの

－施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

森林整備面積基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係
森林所有者や森林の現況等の調査方法の検討、
森林のマッチングに向けた調査結果（情報）の運
用方法　等

森林環境譲与税を財源として実施
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 20・3,325 11・1,727
件・千

円

令和 6 6 21

事務事業 000010 薪ストーブ等設置費補助事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,727,000 円

町民等が薪ストーブ等を購入する経費に対して補
助金を交付するもの。

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

補助金交付件数・補助金交付額基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 1 1 回

令和 6 6 21

事務事業 000030 森林情報整備運用事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 213,400 円

○林地台帳の整備と運用
○森林情報管理システムの運用

森林情報管理システムの情報量が多く、統合
型GISとの連携が難しいとの結果となった。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

森林管理システムの更新、保守の実
施回数

基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

○統合型GISと森林情報管理システムの連携を今
後進める

将来的に資源量調査を実施するが、どのよう
に情報を取り込むか検討を行う。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 3 14 9 箇所

事務事業 000023 林道維持管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,654,777 円

・林道の維持管理に係る業務委託及び修繕を実
施する。

対象の３つの橋梁の塗料を調査したところ、
PCBは検出されませんでした。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

修繕箇所数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係
・昭和41〜49年に建設又は塗り替えが行われた
橋梁の塗料に低濃度ＰＣＢ廃棄物が含有している
可能性がある。みなかみ町林道には、3つの橋梁
が対象となっている。

－
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 1 1 件

令和 6 6 21

事務事業 000001 ミニダム管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 71,400 円

国有林内に設備した治山施設に対する借地料の
支払いを行う。

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

支払件数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 26・6 22・6 箇所

令和 6 6 21

事務事業 000002 県単治山事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 7,521,000 円

・地元の要望箇所を県と現地調査を実施し、県へ
の実施要望へ繋げる。
・事業実施に向け、県と地権者との調整を行う。

所有者不明土地の利用の円滑化等に関する
特別措置法が施行された。しかし、土地の承
諾を得るまでの期間が短く、法の利用が使い
づらい。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

整備要望箇所数・整備着手箇所数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

地権者へ連絡を取る際、不明者が多く承諾がとり
づらい。

―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 33.439 112.3 立米

令和 6 6 21

事務事業 000013 森林資源循環プロジェクト事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 362,964 円

森林資源の様々に活用する仕組みを構築し、地
域内で資源を循環させることで、木材等の流通を
促し、地域内経済の新たな循環や創出を図るもの

－施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

森林活用協議会の木材流通搬出量基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

拠点となる用地の確保、予算措置
木材集積拠点の運用に関する事項

R４年度以降は、地方創生推進交付金を活用
しての事業実施を計画

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 1 0.228 3.199 人

事務事業 000033 農業者年金事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 75,000 円

独立行政法人農業者年金基金法に基づき創設さ
れた独立行政法人農業者年金基金から業務を一
部委託されている事業。

研修会開催、広報への掲載、担当委員の勧
誘等で加入推進へ取り組んだが新規加入は
無かった。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

加入者・受給者数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係
農業者の老後生活の安定及び福祉の向上と、担
い手の確保を目的とする事業だが、新規加入者
数が低迷している。

新規加入者確保の目標を掲げ、詳細な制度
説明等を実施しながら農業者に安定した生活
を過ごしていただけるよう取り組む。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 1 12 12 回

令和 6 6 21

事務事業 000032 農業委員会運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 11,661,793 円

農地法などの法令に基づく審査等を行うと共に、
農地や担い手に関する具体的な活動を実施する
事業。

農業委員会の活動目標を掲げ、農家や担い
手の意見を収集・集約することで課題解決に
取組む。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

農業委員会定例会開催件数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係
農家の減少や高齢化が進む中、農地を貸したい
が相手が見つからない農地所有者が多い。後継
者の見込みがなく自作できない農地に担い手をど
のように確保し集積できるかが課題。

地域計画の策定に向けた協議の場の設置を
計画し、地域内での話し合いや聴き取りを行
う。農業委員会の活動目標の実現に取り組
む。担い手への集積・集約を進めたや耕作放
棄地の解消に取り組む。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 3 84 187 ｍ

令和 6 6 21

事務事業 000029 林道整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 990,000 円

・県単林道改良事業により林道の整備を実施す
る。

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

施工距離基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 3 281 0 m

令和 6 6 21

事務事業 000007 林業専用道路整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 0 円

林業振興のため、新しいタイプの林道である林業
専用道を県が開設するのに負担金を支払う

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

工事延長基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 3 ３０a ８５a 面積

事務事業 000039 農地利用集積促進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 10,684,534 円

高齢化により担い手減少に伴う遊休農地の荒廃化を抑えるため、守る
べき農地の辺縁部に粗放的な農業を実践し実証実験的に桐苗を植栽す
ることを目的に苗の栽培、定植地の管理受託を行う。令和４年３月に協
議会を設立し定植・栽培管理を行うワークショップを運営する推進事業
（ソフト事業）と粗放的利用体制整備を行う整備事業（ハード事業）を農山
漁村交付金の最適土地利用総合対策事業のメニューに沿って農家等協
議会員がメンバーの「みなかみ町最適土地利用地域協議会」による運営
により行う。

荒廃農地の再生事業に取り組み担い手への集約を行った。

粗放的農業を実施し担い手へ集約できるよう仕組み作りに取り組んだ。

　農山漁村交付金事業メニューの変更により２年目である本年においても推進事

業（ソフト事業）が定額となりワークショップ等が補助事業の該当となった。昨年ま

で対象外であった省力化機械の購入が対象となった事によりソフト事業の事業費

が補助対象額、事業費の増加となった。

　２年目になり対象地区の増加により整備事業の事業費が増加となった。（R4年

度３０a→R5年度８５a）

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

荒廃農地の解消面積基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係

高齢化や後継者不足による、生産力の低下と耕
作放棄地化が課題。

農地の再生や粗放的農業の推進に取り組
み、高齢者にも簡易に管理できる方法を模索
し遊休農地の発生を防ぐ。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 3  41 69 人

令和 6 6 21

事務事業 000038 農地利用集積円滑化事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 171,792 円

離農・規模縮小により遊休化する農地を町が借り
入れ、規模拡大を考えている農家に貸し付け経営
の安定化と農地の保全・有効利用を図る。平成26
年以降、農地中間管理事業へ移行を開始し令和6
年に完了予定。

期間満了を迎える人から順次移行の希望が
得られた。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

貸付農地所有者数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係
農地中間管理機構を通じた農地管理へ移行する
事業だが、契約期間が長く完全な移行までに時間
を要している。

期間満了時に農地中間管理機構を活用した
権利設定となるよう取り組む。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 3 13 3 件

令和 6 6 21

事務事業 000037 農業近代化資金等利子補給事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 381,083 円

認定農業者等の担い手農業者が機械の更新等
で、金利優遇される県の制度資金（農業近代化・
総合農政推進等）を利用した際、金融機関に金利
分の補助を県と町で行う。

特になし施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

借り入れ件数(総数)基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係

申請者数の予測が困難。 特になし
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 1 4381 4473 戸

令和 6 6 21

事務事業 000034 農地情報管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 2,370,500 円

①農家・法人等の情報管理②農地の権利状況管
理③農地転用の情報管理④荒廃農地調査に関
する情報管理⑤その他

データ管理の徹底やシステムの比較を行っ
た。
住民サービス、管理運用面、コスト面、その他
で結果には至っていない。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

農地保有戸数基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係
農地情報の整理と充実化。管理運用面で農地情
報システムの統一化が必要（町・国　両システム
の効率的な運用が早急に必要）。

データ管理の一本化に取組み、住民サービ
ス、管理運用面、コスト面、その他の面で効率
を図る。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 6 6 団体

事務事業 000002 緑の少年団活動費補助事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 180,000 円

町内の各小学校に組織されている緑の少年団に
補助金を支払う。

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

緑の少年団数基本事業 04 担い手の育成・確保
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 2 1 回

令和 6 6 21

事務事業 000001 利根川源流森林整備隊活動事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 100,000 円

　主な事業主体である利根沼田森林組合と協力し
てボランティアや林業従事者からなる利根川源流
森林整備隊を組織し、山に親しんでもらい林業の
発展につなげる。

コロナウイルスの影響もあって、書面議決によ
る総会を実施して、新役員を決定した。施

策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

活動回数基本事業 04 担い手の育成・確保
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係
・現在、理事長等役職が不在であり、組織を見直
す必要がある。

現在、収益活動を行っておらず、NPO組織を
見直す。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 10 11 団体

令和 6 6 21

事務事業 000003 森林整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 4,175,510 円

○森林組合や素生協が国・県の補助事業による
間伐を実施した際に、町からも補助金を出す。
○森林・山村多面的機能発揮対策交付金につい
て、町からも補助金を出す。

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

事業主体数（森林組合＋多面的実施
者）

基本事業 04 担い手の育成・確保
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

1 款 6 項 1 目 3 18.6 19 ％

令和 6 6 21

事務事業 000051 地域農業・農地利用計画策定事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 38,060 円

　令和５年度より２カ年で作成する「人・農地プラ
ン」から「地域計画」と名称をかえて作成する。 
　本事業により地域の農業者等の話合いに基づ
き、地域が目指すべき将来の農地利用の姿を明
確化にします。

　平成２４年度から行っている「人・農地プラ
ン」により認定農業者等に集積･集約を行って
きたが、耕作放棄地や遊休農地は増大してい
る。

施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

農地の集積率基本事業 03 経営基盤の強化
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 農地利用 係
　「人・農地プラン」が高齢化や人口減少の本格化
により農業者の減少や耕作放棄地が拡大し地域
の農地が適切に利用されなくなる事が懸念され
る。

　地域の農業によりマッチした新たな担い手
や農業者を掘り起こしを行う。

令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21



16.農林業の振興

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

1 款 6 項 2 目 2 7 7 団体

事務事業 000004 森林整備担い手対策事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 2,182,800 円

町民が勤務する林業事業体の、勤務する町民に
対する厚生年金等の事業者負担金の一部を補助

―施
策
体
系

施策 16 農林業の振興
事業実績

林業事業体基本事業 04 担い手の育成・確保
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 農林 課 林業振興 係

課題なし ―
令和　４年度 令和　５年度 単位

事業
期間

令和 6 6 21


